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201９年５月19日                     中村寿夫 

             「私たちを待っておられる方」                         

                （ルカの福音書 15章11－24節）                     

                                                                        

 愛ということばは、ちまたに溢れ、人々は愛を追い求めています。以前、「愛

は地球を救う」と胸に書いたＴシャツを着ている人を見かけたことがあります。

イギリスでは、一番良いことばは、Loveだそうです。日本でも、「あなたの一

番好きなことばは何ですか」と聞くと、「愛」と答える人が一番多いそうです。 

 愛について、ギリシャ人は４つのことばでそれを表現しました。一つはエロス

です。エロスは、自分の欲望を満足させる愛を意味します。愛の肉体的表現です。

男女間の情や性を表すものです。二番目はフィリアです。これは友愛です。親子

や兄弟、友人などに対する愛で兄弟愛、隣人愛などと言われます。さらにストル

ゲー。これは家族愛を表すことばです。                                    

         

 実は、聖書は何千年も前から愛を説いています。聖書のテーマが実は愛なので

す。聖書は、おもにフィリヤの愛ともう一つアガペーの愛を教えています。アガ

ペーの愛は、自己中心的でない、人のために犠牲になる愛です。これは神の愛で

す。聖書は神は愛なのだと教えています。そして神は人を愛されました。 

 そして、聖書は、人間がお互いの間に持つべきものが愛だと教えています。夫

婦、親子、兄弟、隣人そして「あなたの敵をも愛しなさい」と聖書は教えていま

す。         

  神の愛の具体例                                                  

 

  イエス様こそ、私たちに神が私たちを愛しておられることを最も強調して教え

てくださった方です。先に読んだ聖書の話は、イエス様が神の愛について教えた

話です。それは、ある父と息子の話です。           

 

１. 父のもとを離れた息子（ルカ15:11-16） 

 

  イエス様は、神様を父に、人間を息子にたとえてお話になりました。神様と人

間は、父と子との関係にあります。神様は人間にとって造り主であり、保護者で

す。 

  ところで、この息子の一人は父から財産をもらうと、遠い国へ旅立ち、そこで

財産をすべて使い果たしてしまうのです。これは、人間が神様のもとを離れてい

く姿を教えています。人間は、神様から離れて自由になりたいと思っています。 

 そこで、息子は苦しむことになります。それは、人間はなぜ苦しむのかを教え

ているのです。人間の苦しみの原因は、神から離れている事にあるというのが、

聖書の教えです。                                                        

   

 

２. 息子の回復（17-19）  



- 2 - 

 

 しかし、息子は、本心に立ち返ります。これは、それまでの生活を反省し、立

ち戻ろうとすることです。 

 その時、息子は二つの事に気がつきます。一つは、父を忘れていたことです。

人間にはだれにも神様を思う思いがあります。ただ人はそれを忘れているのです。

ですから、人は、いつでも神のことを思い出すことが出来ます。神様は、そのき

っかけを与えて下さいます。 

 

例話：聖アウグスチヌスは、告白の中でこう言いました。「あなたは私たちを、

ご自身に向けてお造りになりました。ですから、私たちの心は、あなたのうちに

憩うまでは、安らぎを得ることが出来ないのです」。                        

                      

 もう一つ気づいたことはは自分のしてきたことが、どんなに悪いことであるか

です。聖書はこれを、人間が自分の罪に気づくことと教えています。そして、息

子は、父のところに帰って行くのです。                 

 

例話：フランスの哲学者で、「人間は考える葦です」と言ったことで有名なパ

スカルはこう言いました。「イエス・キリストなしには人間は、悪徳と悲惨との

うちにいるほかはない。イエス・キリストにおれば、人間は悪徳と悲惨をまぬが

れる。キリストのうちにわれわれのすべての徳とすべての幸福がある。キリスト

なしには悪徳、悲惨、誤り、暗黒、死、絶望があるだけだ」。                

     

例話：中原中也「人みなを殺してみたきわが心、神をしめせり」 

 

３. 父の変わらない愛（20-24） 

 

 さて、ここでこの話のクライマックスを迎えます。この話の最も大切なところ

です。家までまだ遠かったのに、父は息子を見つけます。息子のことを忘れなか

ったのです。それだけではありません。息子の帰りを待っていたのです。そして、

父は走り出しました。息子が走ったのではないのです。そして、息子を抱き、口

づけしたのです。 

 これは何を物語っているのでしょうか。それは変わらない神の愛です。聖書は、

「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、な

だめの供え物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです」と教えて

います。 

 息子は父のもとを離れ、父の財産を使い果たしてしまいました。彼は失敗した

のです。人生の敗北者でした。しかし、父は息子のすべてを赦し、迎えました。

息子への愛は変わらないのです。 

 

 神様は私たちを永遠の愛をもって愛しておられる。これが聖書のメッセージで

す。あなたは、いま神を信じていないかもしれません。神から遠く離れているか
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もしれません。しかし、神様はあなたを愛しておられます。聖書はそう語ってい

るのです。神様のあなたへの愛は変わりません。 

  神様の愛は、どこで確かめられるのでしょう。 

 神様は、あなたのために御子イエス・キリストをお遣わしになりました。御子

イエス・キリストは、私たち罪を負い、身代わりとなって十字架で死んでくださ

いました。これはすべて私たちへの神様の愛なのです。                      

       

  私たちはみな、愛を求めています。でも、その私たち自身が愛のない人間なの

です。私たちには、私たちを支えて下さる方が必要なのではないでしょうか。私

たちは、私たちを愛して下さる方を必要としているのではないでしょうか。神様

は、私たちを愛していて下さいます。あなたは、この神様に支えられていますか。

         

例話：私たちが以前奉仕していた教会に、求道されている40歳代の男性がいま

した。老人介護施設で働いています。毎日、お年寄りの世話を精一しています。

 でも、それで疲れ果ててしまうことがあります。自分を支えてくれる人が必要

だと感じているのです。 

 

例話：1992年に私と家内は長崎を訪れました。有名な大浦天主堂は豊臣秀吉の

迫害で殉教した２６の信者を記念して「日本２６聖人教会」と名付けられていま

す。その天主堂の脇に、キリシタン資料館があります。そこにはキリシタン資料

とともに、コルベ神父の資料が陳列されていました。コルベ神父は、第二次世界

 大戦前に日本に来て、長崎で伝道しましたが、故国ポーランドに帰って後に、

アウシュビッツ収容所に入れられました。収容所からは逃げだそうとする人が後

をたちません。脱走者が出た場合には、その班全員が連帯責任で飢餓室に送られ

ることになっていました。 

ある日、飢餓室に送られる人の中に若い男性が涙を流していました。それを見

たコルベ神父は、「この人には妻もこもあり、この人が死ねば家族はどんなに悲

しむことだろう。私は一人だがら、死んでも悲しむ者はいない」と申し出て、

「その男性の代わりをさせてくれないか」と、その男性の身代わりとなって飢餓

室で死にました。その男性は、フランチェスク・ガヨブニェクといい、数年前に

９４歳でポーランドで亡くなったと新聞が伝えていました。彼は、欧米各地でコ

ルベ神父について語ることを使命としていました。 

                                                  

 私たちは、今朝もう一度、このメッセージから学ぼうではありませんか。ここ

にこそ、私たちの歩むべき道が示されているのです。                        

  神様は、こう語っておられます。                            

 

「わたしの目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛している」。    

   （ｲｻﾞﾔ43:4）                                       

「女が自分の乳飲み子を忘れようか。自分の胎の子をあわれまないことがあろう

か。たとい、女たちが忘れても、このわたしはあなたを忘れない」（ｲｻﾞﾔ49:1
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5）                    

「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御

子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためであ

る」（ｵﾊﾈ3:16）                      

「私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださった

ことにより、神は私たちに対するご自分の愛を明らかにしておられます」（ﾛｰﾏ

5:8）                      

 イエス・キリストは、神の御子であられました。しかし、神は人間を救うため

に神の御子を人間の世界にお遣わしになりました。御子は、２０００年前にユダ

ヤのベツレヘムにおとめマリヤからお生まれになられました。そして、私たちの

罪の身代わりとなって十字架でしんで下さったのです。神は、死んだキリストを

三日目に甦らせ、天におかえしになりました。キリストはいま永遠に生きる救い

主として、神と私たちの間をとしなしていてくださるのです。                

                          

 最後に、瞬きの詩人と呼ばれた水野源三さんのことばを読みます。水野さんは、

９歳の時に赤痢にかかり、高熱の後遺症のためからだと言葉の自由を奪われまし

た。12歳の時に初めて聖書に触れ、１３歳で洗礼を受けてクリスチャンになり

ました。お母さんの助けで５０音図を瞬きで指定する方法で、たくさんの詩を書

きました。その中から二つの詩を紹介します。                             

 

  悲しみよ 悲しみよ 本当にありがとう                      

  お前が来なかったら 強くなかったら 私はどうなったか 

悲しみよ 悲しみよ お前が私を  

  この世にはない大きな喜びが 変わらない平安がある  

 主イエスのみもとに つれて来てくれたのだ 

 

  朝祈る前に 夜ねる前に 「神は愛なり」「神は愛なり」  

心の中で唱えてみよう 

  涙ぐむ人に うなだれる人に 「神は愛なり」「神は愛なり」と 

祈りを込めて話しかけてみよう                            

  苦しみの夜に 悲しみの時に 「神は愛なり」「神は愛なり」と 

まぶたを閉じて思い巡らそう                              

  み恵みによって集ったならば 「神は愛なり」「神は愛なり」と  

  声を合わせて讃美しよう                                  

                                                                

  神様は、今あなたが神様のもとに帰ってくるのを待っておられます。今まで、

神様から離れていたかもしれません。しかし、神様は、あなたをお忘れになって

はおられません。あなたを愛しておられるのです。祈りましょう。もし、今日、

神様のもとに帰りたいと思うなら、「神様、あなたから離れていた私をおゆるし

ください。イエス様の十字架のゆえに私の罪をきよめてください。私はあなたの

みもとに帰りたいのです」と祈りましょう。                                 


